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四谷町会めぐりこ ん に ち は 町 会 長 さ ん ！
皆様のまちの町会長さんに、わが町の魅力を語っていただきます。

今回は内藤町町会と南元町町会です。

四谷29町会をぐるりと
ご紹介するコーナー

　
地
域
の
名
物
・
名
所
、
ご
自
慢
を
お
教
え
く
だ
さ
い
！

当
内
藤
町
は
、
新
宿
御
苑
を
い
た
だ
く
緑
豊
か
で
歴
史
の
あ
る
町
で
、
多
武
峯
内
藤

神
社
は
、
毎
年
多
く
の
参
拝
客
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

江
戸
時
代
よ
り
の
「
元
鮫
河
橋
町
」
と
「
元
鮫
河
橋
南
町
」
と
が
歴
史
の
変
遷
と
共

に
統
合
し
昭
和
22
年
南
元
町
と
な
り
、
本
年
町
会
創
立
70
周
年
の
佳
節
を
迎
え
ま
す
。

　��
と
っ
て
お
き
の
お
話
や

　
人
気
行
事
、　面
白
こ
ぼ
れ
話
し

　
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

毎
年
五
月
に
行
わ
れ
る
例
大
祭
に
は
、
神
輿
・
引
太

鼓
巡
行
が
行
わ
れ
、
中
で
も
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
時
に

は
、
境
内
が
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
程
で
す
。

み
な
み
も
と
町
公
園
は
桜
の
名
所
で
、
お
花
見
や
ド
ラ

マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
で
は
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
等
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　�

そ
の
他
特
色
な
ど

　
P
R
し
て
く
だ
さ
い
！

新
宿
区
よ
り
の
補
助
金
を
基
に
、
来
る
べ
き
首
都
直
下

地
震
に
備
え
、
神
社
神
楽
殿
地
下
の
防
災
倉
庫
内
に
消

火
ポ
ン
プ
と
共
に
水
・
食
糧
を
備
蓄
し
た
り
、
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
39
年
に
開
通
し
た
首
都
高
速
4
号
線
の
高
架
下
で
は
、
町
会
行
事
が
雨
が
降
っ
て

も
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
す
。
夏
の
盆
踊
り
や
冬
の
餅
つ
き
、
年
末
の
夜
警
で
は
皆
で
年

越
し
そ
ば
を
食
べ
る
の
が
恒
例
で
す
。

Ｑ１Ｑ3 Ｑ2
南
元
町
町
会

南
元
町
町
会

南
元
町
町
会

内
藤
町
町
会

最
終
回
！

内
藤
町
町
会

内
藤
町
町
会

第７期四谷地区協議会が
平成 29 年 4 月20日

発足しました！

お神輿わっしょい！みなみもと町公園の桜

第 7 期四谷地区協議会　全体会

37名の委員が２年間の任期で活動します。
活動の様子は広報誌「声」Voiceで

お伝えしていきます！

四谷地区協議会の第７期が平成 29 年４月か
らスタート。４月 20 日（木）には、四谷地
域センターに全委員の過半数を超える 35 名

（委任状含む）の委員が出席し、「第６期・第
７期四谷地区協議会 平成 29 年度全体会」
が開催されました。議事では「平成 28 年度
まちづくり活動支援補助金実績報告」や、「平
成 28 年度まちづくり活動支援補助金決算・
監査報告」で、四谷地区協議会のこの１年
間の収支が報告されたあと、第７期の会長、
役員、会計を選出。「平成 29 年度まちづく
り活動計画・予算（案）」が審議されました。
第６期から引き続き会長には松川英夫委員
が就任し、その後各分科会に分かれて 29 年
度の活動計画などが話し合われました。



3 17号

　
2
0
1
0
年
か
ら
江
戸
内
藤
新
宿
の

名
物
で
あ
っ
た
内
藤
八
房
と
う
が
ら
し

を
再
び
四
谷
名
物
に
と
活
動
を
続
け
て

早
8
年
。
当
協
議
会
が
毎
春
内
藤
と
う

が
ら
し
苗
1
0
0
0
株
の
地
域
頒
布
を

行
い
、
3
0
0
名
以
上
の
方
が
店
前
や

家
前
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
育
て
て
、
夏
、

天
に
向
か
う
赤
い
莢
の
束
と
葉
の
緑
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
四
谷
の
風
物
詩
と
な

り
ま
し
た
。

　
街
中
で
は
、
収
穫
し
た
と
う
が
ら
し

の
野
菜
、
調
味
料
と
し
て
の
利
用
も
進

み
、
食
の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

8
年
前
当
時
か
ら
、
江
戸
か
ら
伝
わ
る

薬
研
堀
の
七
色
唐
が
ら
し
の
売
り
口
上

の
「
江
戸
内
藤
新
宿
八
房
の
焼
き
と
う

が
ら
し
」
を
再
現
し
よ
う
と
、「
内
藤

八
房
の
七
色
唐
が
ら
し
」が
有
志
に
よ
っ

いろどり鮮やかな
「内藤八房の七色唐がらし」

第一分科会

第三分科会

地域防災
〜避難場所や避難所の
表示について

四谷名物
「内藤とうがらし」
復活プロジェクト

�

「
地
域
防
災
」
は
、
第
一
分
科
会
の
今

年
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
。
新
宿
区
か
ら

の
防
災
関
連
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
防
災

専
門
家
を
招
い
て
勉
強
会
を
お
こ
な
っ

た
ほ
か
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、

と
っ
さ
の
移
動
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
「
避
難
所
」「
避
難
場
所
」
を
、
も
っ

と
わ
か
り
や
す
く
案
内
で
き
な
い
か
と

い
う
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
例
え
ば
、
地
域
の
人
が
い

つ
で
も
目
に
で
き
る
よ
う
「
町
会
の
掲

示
板
に
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
避
難
所

の
地
図
を
貼
っ
て
も
ら
う
」「
街
路
灯

に
貼
っ
て
は
ど
う
か
」「
電
柱
に
あ
る

ご
み
収
集
の
案
内
プ
レ
ー
ト
と
同
様
に

設
置
で
き
な
い
か
」
な
ど
、
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
意
見
が
ま
と

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
実
現
に
向
け
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
秋
は
、
こ
の

七
色
を
透
明
摺
り
器
に
入
れ
て
七
つ
の

タ
ネ
が
混
ざ
る
前
の
姿
を
見
せ
る
新
企

画
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
っ
子
は
七
味
と
言
わ
ず
七
色
と

呼
ぶ
。
調
合
す
る
七
つ
の
タ
ネ
の
鮮
度

を
見
て
買
い
求
め
た
為
、
既
に
混
ざ
っ

て
い
る
七
味
と
は
違
い
鮮
度
保
証
と
い

う
こ
と
で
す
。
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�「
わ
を
き
つ
ね
ざ
る
の
ア
イ
く
ん
」
を
あ
し
ら
っ
た
こ
の

バ
ッ
ジ
、
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

��

こ
れ
は
、
誰
に
で
も
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
魔
法
の
バ
ッ
ジ
。「
四
谷
子
ど
も
見
守
り
隊
」

に
登
録
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
印
で
す
。

��

小
中
学
校
の
登
下
校
時
刻
に
街
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち

に
声
を
か
け
る
こ
と
で
、
安
全
を
見
守
る
。
そ
ん
な
地

域
連
携
を
目
的
に
、
地
区
協
議
会
の
第
二
分
科
会
が
中

心
に
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
活
動
で
、
今
で
は
約
80

人
が
隊
員
に
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
四
谷
小

学
校
、
四
谷
第
六
小
学
校
、
花
園
小
学
校
、
四
谷
中
学

校
の
４
校
周
辺
と
信
濃
町
駅
、
と
新
宿
５
丁
目
の
飲
食

店
「
玄
海
」
周
辺
の
計
６
カ
所
。
第
一
月
曜
日
、
第
三

月
曜
日
の
統
一
活
動
日
な
ど
に
、
こ
の
バ
ッ
ジ
を
つ
け
た

隊
員
が
、
声
か
け
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
、
新
宿
５
丁
目
周
辺
の
活
動
に
お
じ
ゃ

ま
し
ま
し
た
。
月
２
回
の
統
一
活
動
日
だ
っ
た
こ
の
日
、

参
加
し
た
隊
員
は
６
名
。
新
宿
園
町
会
の
有
志
と
、
第

二
分
科
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
朝
７
時
50
分
か
ら
８
時
20

分
ま
で
、
大
勢
の
人
が
行
き
交
う
歩
道
で
、
笑
顔
で
あ

い
さ
つ
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
ず
い
ぶ
ん
背
が
伸
び
た
の
ね
」

「
気
を
つ
け
て
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

第二分科会
子どもの見守り
あいさつ

目印のワッペン

通勤する人にも笑顔であいさつ

ワッペンをつけてあいさつ

地区協議会第二分科会では、小中学校の登下校時、街に立って道行く人に
あいさつの声をかける「四谷子ども見守り隊」の活動を続けています。

「おはようございます」「行ってらっしゃい」。そんな声が行き交う、
活動の現場におじゃましました。
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そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
の
か
け
声
に
、
通
学
の
子
供
た
ち

や
学
生
、
通
勤
の
人
た
ち
も
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
返

し
て
い
ま
し
た
。

　
活
動
開
始
か
ら
ま
も
な
く
10
年
。
子
ど
も
の
数
は
ま

す
ま
す
減
り
、
集
団
登
校
の
光
景
も
あ
ま
り
見
か
け
な

く
な
り
ま
し
た
。

�「
と
は
い
え
こ
の
場
所
は
近
く
に
高
校
も
あ
り
、
通
勤
の

人
も
多
い
。
月
に
何
度
か
で
も
こ
う
し
て
こ
こ
で
声
を

か
け
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
顔
を
覚
え
て
く
れ
て
、
向

こ
う
か
ら
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
」

　
こ
の
場
所
で
の
「
四
谷
子
ど
も
見
守
り
隊
」
の
活
動

を
続
け
て
き
た
第
二
分
科
会
の
吉
川
ゆ
り
子
さ
ん
は
そ

う
話
し
ま
す
。
子
供
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
オ
フ
ィ
ス

に
通
う
人
た
ち
と
も
「
あ
い
さ
つ
」
を
通
し
て
顔
見
知

り
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

「
町
会
で
お
こ
な
う
道
路
の
ご
み
拾
い
を
、
近
隣
の
会
社

か
ら
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
住
ん

で
い
る
人
と
働
い
て
い
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
側
面
も
大
き
い
で
す
ね
」

　
ま
た
こ
の
場
所
で
の
「
四
谷
子
ど
も
見
守
り
隊
」
の

活
動
に
は
、
新
宿
区
の
危
機
管
理
課
の
職
員
も
参
加
。

子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
街
の
安
全
の
見
守
り
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
地
域
を
見
守
る
こ
と
は
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
ん
な
「
四
谷
子
ど

も
見
守
り
隊
」
の
活
動
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

四谷子ども見守り隊
『おはよう！！』小中学生の登下校時刻に町へ出て、声をかけ子どもたちの

 安全を見守りましょう！あいさつが繋ぐ地域力連携を深めましょう！
月１回の統一活動日には、集合場所に集合して小中学生にあいさつと見守りをおこ
ないます。その他、各自ができる範囲で登下校時に町へ出て見守りバッジを携帯
してあいさつと見守りをしてください。

◦四谷小学校校門（四谷２丁目）　◦四谷第六小学校校門（大京町）
◦花園小学校校門（新宿１丁目）　◦四谷中学校校門（四谷１丁目）
◦信濃町駅周辺（信濃町）　　　　◦「水たき玄海　本店」前交差点（新宿５丁目）

集合場所

四谷特別出張所内　 四谷地区協議会事務局　電話 03-3354-6171お問合せ

あいさつフェスタに参加のぼりが目印

大 募 集 ！



部
屋
を
利
用
す
る
場
合
の
予
約
申
請
は

二
種
類
あ
り
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
登
録
団

体
」
の
予
約
申
請
と
「
一
般
利
用
」
の
予
約
申

請
で
す
。
空
室
状
況
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲

覧
で
き
、
登
録
団
体
・
一
般
の
い
ず
れ
も
ネ
ッ

ト
登
録
を
す
る
と
新
宿
区
の
全
地
域
セ
ン
タ
ー

の
施
設
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　
四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
主
催
で
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
階
ロ
ビ
ー
で
開
か
れ

る
「
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」、
各
部
屋
を
使
用
し

た
「
手
作
り
作
品
講
習
会
」「
料
理
講
習
会
」「
映

画
上
映
会
（
芸
術
サ
ロ
ン
）」
な
ど
、
こ
の
ほ
か

“
三
大
祭
り
”と
し
て「
文
化
祭
」「
四
谷
音
楽
祭
」

谷
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。
又
地
域
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
９

階
ホ
ー
ル
や
各
部
屋
を
利
用
し
て
開
催
す
る
な

ど
話
題
提
供
の
場
と
し
て
、
地
域
の
核
と
し
て

そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
を
し
て
い

ま
す
。い

ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
部
屋
が
あ
り
ま

す
。
定
員
1
0
0
人
の
多
目
的
ホ
ー
ル

か
ら
会
議
等
で
使
用
す
る
集
会
室
、
調
理
工
作

室
や
音
楽
室
、
さ
ら
に
和
室
や
本
格
的
な
茶
室

も
あ
り
ま
す
。
又
通
常
ご
利
用
頂
く
部
屋
と
は

別
に
未
就
学
児
が
遊
べ
る
プ
レ
イ
ル
ー
ム
が
あ

り
ま
す
。町

会
、
民
生
児
童
委
員
、
P
T
A
な
ど
、

地
域
活
動
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員

と
公
募
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
組
織「
四

谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
」が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
運
営
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
活
動
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

教えて地区協！

地
域
の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や

町
会
・
自
治
会
そ
の
他
各
団
体
の
活
動
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
交
流
の
場
と
し
て
、

ご
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
る

施
設
で
す
。
新
宿
区
内
に
全
10
ヶ
所
あ
り
、
四

A 四
谷
区
民
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
「
四

谷
地
域
セ
ン
タ
ー
」
は
、
昨
年
創
立

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
の
活

動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
訪
れ
た
こ
と

の
あ
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
今
回

は
そ
の
「
四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
う

か
が
い
ま
し
た
。

地
域
セ
ン
タ
ー
と
は

ど
の
よ
う
な
施
設
で
す
か
？

Q1

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ど
の
よ

う
な
部
屋
を
利
用
で
き
ま
す
か
？

Q2

施
設
を
利
用
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
に
は
…
？

Q4

ど
の
よ
う
な
人
達
が

運
営
を
し
て
い
ま
す
か
？

Q3

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
訪
れ
た

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
。

私
も
部
屋
を
利
用
で
き
ま
す
か
？

A

AA

11階にある事務局

年数回開かれているサロンコンサート

手作り作品講習会も人気です	 コミュニティ誌「四谷」

「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
を
開
催
し
て
多
く
の
皆
様
に

自
由
に
参
加
頂
い
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
は
無

料
で
す
が
、
中
に
は
申
し
込
み
と
若
干
の
費
用

が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
運
営
委
員

会
で
発
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
「
四
谷
」
な

ど
ご
覧
頂
き
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
『
何
か
』
を

見
つ
け
て
下
さ
い
。

　（
お
問
合
せ
）

　
四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
3

–

3
3
5
1

–

3
3
1
4
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こ
の
四
月
に
、
四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
事
務
局
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
榎
本
実
で
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
宿
区
役
所
に
約
40
年
勤
務
し
、

そ
の
大
半
は
教
育
委
員
会
に
い
た
の

で
、
一
時
期
は
こ
の
四
谷
庁
舎
に
通

勤
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
か
ら
四

谷
地
域
は
地
域
の
人
々
に
主
体
的
な

活
動
が
活
発
だ
と
い
う
印
象
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
地
域
セ

ン
タ
ー
事
務
局
に
勤
務
し
半
年
が
過

ぎ
、
そ
の
思
い
は
強
く
な
る
一
方
で
す
。

　
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
四
谷
地
域
全

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と

な
る
べ
く
設
立
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
機
能
を
充
実
・
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、
地
域
全
体
の
皆
様
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
私
自
身
も
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
育
成
会
活
動
を
は
じ
め

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
事
務
局
長
が

　
　
代
わ
り
ま
し
た

　10回目となった今年３月の発表会には、17点のお宝が公

募で集まりました。そのなかから今回は、「町の消えゆくお宝」

２点を紹介します。

　ひとつは「四谷の歴史記録賞」を受賞した「町名プレート」です。

四谷の会社に勤めている出品者の方は ｢町歩き｣ が趣味。昔の古

い町名プレートの愛好家でもあります。

 「ホーローではなく塗り板のため、錆びたり、色あせているものも多い。

またそこが味になっていますね。ただし、新規で貼られることは

ないため、朽ちたものから撤去され、どんどん数が減っています」

　そんななか、いくつか四谷にも残っている町名プレートを写真

に撮って「四谷のお宝」として出品していただきました。

　もうひとつは、同じく「四谷の歴史記録賞」を受賞した「四谷

第三小学校の表札」です。廃校になっていた四谷第三小学校は平

成28年、四谷駅前開発事業にともなって校舎が解体されました。

この表札は、工事が始まってから、裏門に「ぽつんと」かかって

いたものを、出品者である卒業生が発見。町会役員や様々な人に

頼んで、解体業者から回収してもらったそうです。

 「名実ともになくなってしまったダイサン。その母校が存在した

証として、私にとってはかけがいのないお宝です」（出品者）

四谷のお宝さがし
～秘話・こぼれ話をご紹介～

◆�平成29年度発表会
　　次回、「四谷のお宝さがし」発表会は、平成30年３月３日（土）に決定！
地域センターの多目的ホールにて開催します。

町名プレート

�四谷第三小学校の表札
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。 再生紙を使用しています。

編　集　後　記
編集・発行

四谷地区協議会【事務局】
（四谷特別出張所内） 

次号は平成29年3月発行予定です。

〒160－8581 新宿区内藤町87番地
電 話  3354－6171　FAX. 3350－9403
E-mail：yotsuya@city.shinjuku.lg.jp  

◆特集の「四谷子ども見守り隊」は、ワッペンをつけた見守り隊員が管内６ヶ所で朝の登

校時間に子どもたちに声掛けをしています。少子化などの影響で課題を抱えながらの活動

です◆「四谷お宝さがし」は、今年10周年を迎え記念誌を発行しました。家の隅やタンス

の中、引出しの奥に眠っていたあなたの宝物が、記念誌の１ページを飾っています。ぜひご

覧ください◆来年度から「まちづくり活動支援補助金」の制度が変わります。事業継続に

も影響が出そうです。� 広報リーダー　野澤秀雄

※参加申込みは、各回広報しんじゅく【掲載日の２日後】から受付開始（土・日、祝日を除く）

四谷寺町
　寛永11年(1634年)、113の大名家を動員して江戸城西北に外堀を設置すること
になりました。その工事は「天下普請」と呼ばれ、その際立ち退きを余儀なくされた
麹町地区の寺社群が四谷地区に移転しはじめました。須賀町・若葉二丁目や甲州街
道を挟んで舟町・愛住町（かつての寺町・南寺町と北寺町）一帯に寺院が多く見られ
るのはこの集団移転によるものです。寺院の移転により、四谷地区の様相は一変し
ました。寺院の周辺には門前町屋が軒を並べ、商人職人の活動が栄えました。
　甲州街道は江戸城陥落の場合を考え、将軍が甲府城へ逃れる退路とされていま
した。四谷の古地図に多く見られる御先手組、御持組、伊賀町などはその際の手勢
となるものでもありました。寺社地墓地は市街戦が発生した際の防衛線として、放
火延焼防止、墓石は鉄砲弓の盾にと考えられ、多くの寺社の後方は崖になってい
て、多方からの攻撃を封じる仕掛けがあったといわれています。

内藤新宿 内藤屋敷が新宿の始まり
　鷹狩の際に、家康から「馬で乗り回した土地を全て与える」と言われた腹臣内藤清成は、当
時は多くが野原であった(現在の)四谷新宿界隈を白馬で一気に駆け巡り千駄ヶ谷から大久
保あたりまでの広大な土地を拝領しました。白馬は家康の元へ駆け戻った直後に息絶えた、
という駿馬伝説です。新宿区内藤町の多武峯内藤神社には、この伝説による「駿馬塚の碑」
が残っています。
　のちに、内藤屋敷の一部を譲り受け甲州街道最初の宿場町、内藤新宿が開設され、戦後
四谷区牛込区淀橋区の3区合併により、内藤新宿の新宿を冠した新宿区が成立しました。

四谷地域の文化施設を巡る Part.１  ～文学座、民音音楽博物館、聖徳記念絵画館～   7月15日（土）
四谷地域の文化施設を巡る Part.２  ～消防博物館、荒木町、新宿歴史博物館～   9月16日（土）

内藤新宿まち歩き　～宿場町・内藤新宿の風情を訪ねて～ 11月18日（土）

信濃町駅界隈散策と神宮外苑いちょうまつり　～美しい秋の風景を探して～ １２月 ２ 日（土）

南寺町を訪ねて　～四谷ゆかりの歴史上の人物を巡る～   ３月１７日（土）
外堀の桜鑑賞と四谷見附界隈を歩く　～外堀の桜を体感～   ３月３１日（土）

甲州街道界隈まち歩きと新宿歴史博物館　～四谷今昔物語～   ５月１９日（土）

広報しんじゅく
6／25号掲載予定
広報しんじゅく
8／25号掲載予定
広報しんじゅく
10／25号掲載
広報しんじゅく
11／15号掲載予定
広報しんじゅく
2／25号掲載予定
広報しんじゅく
3／5号掲載予定
広報しんじゅく
4／25号掲載予定

今後の「まち歩き」の予定 ※概ね１ヶ月前より広報しんじゅく、地域掲示板等でお知らせします

神馬殿

四谷牛頭天王社（「江戸名所図会」に描かれた現須賀神社周辺の様子）

四
谷歩
まち

き

特選

平成29年

平成30年

内藤町
新宿御苑

千駄ヶ谷駅

代
々
木
駅 多武峯内藤神社

四谷図書館

新宿御苑前駅

新宿三丁目駅

都立新宿高校

新宿通り

外
苑
西
通
り

終了！

終了！


